
 

２００９年3月１９日 

名古屋市長選挙 立候補予定者 殿 

名古屋市中区丸の内３丁目６番４１号リブビル６階 

名古屋市民オンブズマン 

代表 倉橋克実 

電話052-953-8052 FAX052-953-8050 

名古屋市長選挙 立候補予定者に対する４つのご質問 

前略。お仕事柄ご承知のことと存じますが、私たちは９５年に官官接待の問題を提起し、また、

９６年には名古屋市下水道談合の問題を提訴して以来、税金の不正・不当・違法な支出を追及し

て参りました。このような立場の団体として、名古屋市長選に当たり、以下の４点（名古屋城本

丸御殿復元事業、塩漬け土地、裏金帳簿公開、政務調査費・議員費用弁償）について主な立候補

予定者の皆様に質問させていただきます。 

 

 つきましては、是非４月２日（木）までにご回答下さい。ご回答内容はホームページなどで公

開させていただくことをご了承下さい。 

 

連絡先：〒460-0002 名古屋市中区丸の内3-6-41 リブビル６階 

  名古屋市民オンブズマン 担当 新海：内田 TEL 052-953-8052 FAX 052-953-8050 

    http://www.ombnagoya.gr.jp/ 

 

─────回答欄（FAX052-953-8050または郵送で）── 

お名前（                     ） 

 

１．本丸御殿復元事業についてお尋ねします。 

①市長に当選された場合、本丸御殿復元事業を現計画のまま継続するおつもりがありますか。 

 

 

ある      ない 

 

 

②①で「ない」と回答された場合、具体的にどのようにするおつもりですか。  

 

 

 

 

③ その他本丸御殿復元事業についてのご意見があればお書き下さい。 

 

 

 

 

 



 

２．塩漬け土地問題についてお尋ねします。 

 名古屋市土地開発公社は、別紙のとおり２００８年３月末現在で約７１ヘクタール、簿価で

約９３７億円の土地を保有していますが、市が時価評価したところ、約４９８億円の価値しか

ありませんでした。 

そのうち守山区志段見にある「なごやサイエンスパーク」事業の保有土地が約２４ヘクター

ルと３分の１を占めます。簿価は２３８億円にも上りますが、時価は１０１億円に下落しまし

た。名古屋市は平成１５年９月に出した「なごやサイエンスパーク事業の今後の整備方針」で、

「平成２５年度までを『長期』として、事業の完遂をめざす」「Ｂゾーン 大学・研究機関等 

平成２５年度までに集積」「テクノヒル名古屋 民間の研究開発施設等 平成２２年度までに

集積」「ふれあいゾーン 市民と先端科学技術のふれあいの場 平成２２年度までに整備」と

しております。 

なお、名古屋市は、２００６年度から土地開発公社に対して「利子補給」をしており、その

額は２００７年度には１３．７億円にも上っております。 

 

①市長に当選された場合、なごやサイエンスパーク事業を見直すおつもりがございますか。 

  

 

 ある       ない 

  

 

 ②①で「ある」と回答された場合、具体的にどのようにするおつもりですか。 

 

 

 

 

 ③その他塩漬け土地問題に関してのご意見がございましたらお書き下さい。 

 

 

 

 

３．名古屋市裏金問題についてお尋ねします。 

 名古屋市で２００７年１０月に発覚した裏金は、総額約２億１５００万円にものぼりました。

当団体は、裏金作りの実態を明らかにするために、裏金の使途を記した「裏帳簿」「通帳」の

情報公開を求めましたが、行政文書ではないという理由で却下になりました（現在名古屋地裁

で係争中）。 

 

 ①市長に当選された場合、名古屋市の裏金に関する「裏帳簿」「通帳」を公開するおつもりは

ございますか。 

 

 

  ある     ない 

  



 

 

 ②その他裏金問題に関してのご意見がございましたらお書き下さい。 

 

 

 

 

４．政務調査費・議員費用弁償についてお尋ねします。 

 名古屋市議には、政務調査費として現在１人あたり月額５５万円が各会派に支給されており

ますが、領収書については「1件につき 10,000円以上の支出に係る領収書その他の当該支出

の事実を証する書類の写し」を議長に提出することにとどまっております。１円以上全ての領

収書を議長に提出しなければ、全ての支出について市民がチェックすることが出来ませんし、

帳簿も同時に提出しなければ、チェックがしにくいです。 

 議員の費用弁償については、「議長、副議長及び議員が招集に応じて議会の会議に出席した

とき又は委員会等に出席したときは、費用弁償として日額10,000円を支給する」と条例上な

っております。しかし、２００９年２月２０日づけの札幌高裁判決で、「交通費と出席に伴う

雑費以上の支給は裁量権の乱用」と、札幌市議費用弁償について全額返還命令が出ました。 

 
① 市長に当選された場合、政務調査費・議員費用弁償に関し、条例改正案を提出するお
つもりはございますか。 
 
 

      ある      ない 
 
 
②その他、政務調査費・議員費用弁償に関してのご意見がございましたらお書き下さい。 
 

 

 

 

 

ありがとうございました。用紙が足りない場合には、別紙にお書き頂いても構いません。 


